
多様な主体が共創するための
“土着型”コーディネーター（触媒）の役割

〜対馬の森里海の生物多様性の保全活動を例に〜

2023年5月15日 一般社団法人MIT 吉野 元
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対馬で生まれ、育った
土着型”コーディネーター（触媒） Since 2013



2

触媒 - catalyst -
多様な主体がスムーズ
に連携し合い、新しい

価値を創造する。
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触媒 - catalyst -
多様な主体がスムーズ
に連携し合い、新しい

価値を創造する。
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当事者の一人（裏方）として、
状況に応じて、事業に足りないことを補完する！

＝なんでもやりますスタンス



対
馬

日本の原点、対馬。SDGs未来都市。
課題先進地。対馬が持続可能性のモデルへ。

対
馬

島嶼生態系・閉鎖空間
ヤマネコなどの希少種の絶滅の危機
シカ・イノシシの食害
漂着ごみの問題
SDGs
少子高齢化
人口減少
里山の放置
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日本系
・アカネズミ
・アオダイショウ
・ゲンジボタル など

アキマドボタル

チョウセンヤマアカガエル

チョウセンケナガニイニ

ツシマヤマネコ

大陸系

共通種
・カヤネズミ
・ニホンアマガエル
・クサガメ など

対馬固有種ツシマフトギス

ツシマカブリモドキ

ツシママムシ ツシマアカガエル

生物の交差点

多様な起源を持った多種多様な生物が集まる島嶼生態系



渡り鳥の中継地としても重要。
日本で見られる鳥のうち300種類が対馬で見られる。



佐護ヤマネコ稲作研究会の取組紹介

設立：平成21（2009）年7月30日
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田んぼ（湿地）を利用するツシマヤマネコ。
持続可能な農業＝ツシマヤマネコの保全
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自動撮影カメラにもたびたび映り込む
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佐護ツシマヤマネコ米を作る農家さんたち



取組のコンセプト：三方よしの取り組み
対馬の生産者×いきものたち×消費者



3合袋 500円 5kg 3000円

ツシマヤマネコがいる田んぼ＝『希少価値・固有性』

MITのデザインの力で支える



大切な人にプレゼントしたくなるデザイン
活動を広めていく主体を増やしていく。



ヤマネコ米を広げていく雑貨類の商品化



・全国の動物園との連携を促進
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那須どうぶつ王国 ヤマネコテラス

神戸どうぶつ王国やまねこキッチン

井の頭自然文化園
よこはま動物園ズーラシア
東山動植物園
富山市ファミリーパーク
京都市動物園
福岡市動物園
九十九島動植物園
沖縄こどもの国

・各種メディアでの発信
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対馬市

ヤマネコ米の販売実績の推移
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ヤマネコの痕跡調査を農家さんと定期的に実施



21

12 11 13
31

45 54 49
63

112
134

0

50

100

150

20
13
年
度

20
14
年
度

20
15
年
度

20
16
年
度

20
17
年
度

20
18
年
度

20
19
年
度

20
20
年
度

20
21
年
度

20
22
年
度



22



23

MITのコーディネーターとしての役割

ヤマネコ米の販売
オーナー制度の運営
各種メディアでの情報発信
研究会の活動の企画、実施
生き物調査の支援
農家の意識の改善
農薬を減らす農法の追求
専門家との連携・招聘
行政や動物園との連携

物販売上の寄付
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磯焼けの食害魚の資源化に向けた
島内流通および加工、販売等
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全島で磯焼けが進み、海藻がなくなり、
海の豊かさが減少
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全島で磯焼けが進み、海藻がなくなり、
海の豊かさが減少
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アイゴ イスズミ
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食害魚の価値化と
島内流通の仕組みづくり

定置網業者等
捕獲・水揚げ

物流業者
輸送

各漁協
水揚げ・出荷・報告

連絡・受取・保管・加工・販売
実績の記録・支払

島内外の業者

水産加工事業者

自律的な展開と
漁業者所得の向上、
藻場の再生

島内流通の
仕組み

加工・販路開拓

食害魚（未利用魚）
100円/kgで対馬市が補助



☆

☆

美津島町漁協【土田物流】
尾崎（西山水産・財部水産）

豊玉町漁協【神宮運輸】
唐州（中庭水産・中庭商店）
小綱（作元水産）

伊奈漁協【土田物流】
伊奈（豊田水産）

上対馬漁協【神宮/土田】
日昇漁業

丸徳水産●

豊玉町漁協【土田物流】
豊玉西（八万亀水産、扇水産）

●

●
●

●
●

●

加工事業者
(地域商社・ウエハラ）

●

上対馬南漁協【神宮】
琴（福田水産）

●

高浜漁協
（高浜）槇野水産・山元水産・
永井水産

飲食業者、宿泊業者等

厳原町漁協【神宮運輸/未来通商】
豆酘（丸友水産・丸七水産・豆酘崎定置組合）

対馬全島 8漁協、16定置網事業者から協力を得る

運送業者や加工業者との連携構築
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定置網で漁獲された魚を運送業者が運搬
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加工業者が受取り、加工・保管・活用
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魚種 総捕獲量

アイゴ 20055.9kg

イスズミ 13341.9kg

2022年度の月別の水揚げ実績

計33.4t
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2019年〜 丸徳水産による未利用魚の商品開発と販売

2019年11月
Fish-1グランプリ そう介のメンチカツがグランプリ受賞
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第７回 Fish-1 グランプリ

ファストフィッシュ部門グランプリ受賞！

（有)丸徳水産が快挙！

30団体51種類の品の中から、
見事グランプリ獲得！長崎県初の快挙！
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眞貝 友也 氏 (福岡)

商品開発のための専門家を招聘

アイゴを活用したフィッシュバーガー考案
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【東京・恵比寿】
THE TEST KITCHEN

【愛知・名古屋】
THE GATEHOUSE

【大阪・梅田】
SØHOLM CAFÉ
+DINING

【京都】
ERUTAN RESTAURANT
/ BAR

全国のレストランへ展開
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MITのコーディネーターとしての役割

• 現状把握の調査
• 事業構想・企画の提案
• 行政からの予算獲得
• 関係者への説明・協力要請
• 事務・補助金申請支援
• 専門家の招聘と商品開発
• デザインによる情報発信
• 実行者の現場でのサポート
• 島外の飲食店への発信



持続可能な社会に向けた
コーディネーターの役割
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森・川・⾥・海・まち・ひと・しごとの好循環と
豊かな共⽣社会を次世代に引き継ごう！

第２次対馬市環境基本計画

事業者/市民として自分たちが
実行したい行政計画の策定支援
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関係者と事業構想を考え、予算を獲得する



サステナブルショップ佐須奈店（直営店）

自律的でクリエイティブなビジネスを展開する



自然の恵みを活かした地域づくりを目指して
対馬には他の地域にはない「自然の恵み」がたくさんあります。
自然の恵みを活用して農業、林業、漁業が営まれ、豊かな海の幸や山の
幸を享受しています。これらを対馬の大切な資源ととらえ、付加価値を
つけて活用していく方法や、島内で循環させる方法について考えます。
対馬の自然の恵みを子どもたちに引き継ぎ、地域を活性化させる方法に
ついて考えてみませんか？

と き

ところ

令和2年１月18 日（土） ※入場無料
※事前申込不要

9 @ M @
E 9 8 I

9 T - 9 2 9 3.4 2 46 0

（14:30 開場）15:00～18:00
対馬市厳原交流センター（イベントホール）

対馬市厳原町今屋敷 661番地

1 基調講演
コウノトリ共生による地方創生
～兵庫県豊岡市の自然共生社会の実現を目指して～
豊岡市長 中貝 宗治 氏

1978年、京都大学を卒業後、兵庫県庁に入庁。兵庫県議会議員
を経て、2001年、豊岡市長に初当選。2005年、合併による新
豊岡市長に就任し、現在5期目。人口規模は小さくても、豊岡と
いうローカルにしっかり根を張りながら世界で輝く。「小さな世
界都市 ～Local & Global City～」の実現をめざし、コウノトリ
の野生復帰をはじめ、環境を良くする行動によって経済が活性化
する“環境と経済の共鳴”の具体例を積み重ねるなど独自の施策を
展開している。

2 環境省の取組紹介
対馬で考える“地域循環共生圏”～自然共生と地域循環の島づくりを目指して～
環境省自然環境局長鳥居敏男氏

3 パネルディスカッション
対馬の自然を保全しながら活用する地域づくりとは？

・ファシリテーター渡辺 綱男 氏（自然環境研究センター上級研究員）

持続可能な島づくり
シンポジウム②

・松尾 誠司 氏（長崎県対馬振興局長）
・比田勝 尚喜 氏（対馬市長）

・中貝 宗治 氏（豊岡市長）
・鳥居 敏男 氏（環境省自然環境局長）

～農林水産業や観光業、教育・福祉などの産業や社会との関係性を考える～

行政・市民/事業者の意識を高めていく機会を作る
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行政・市民/事業者の意識を高めていくデザイン



45

行政・市民/事業者の意識を高めていくデザイン



対⾺⾼校、上対⾺⾼校、厳原北⼩学校、雞知中学校、厳原中学校、
佐須奈中学校、仁⽥中学校、⽐⽥勝中学校・・・

次世代を担う子どもたちと交流する



秋の収穫感謝会
対馬の恵み収穫体験&即売会

はちみつ採り体験 しいたけ摘み体験

ゆず狩り体験 やまいも堀り体験

10/14 10:00-12:00 10/27 10:00-12:00

11/17 10:00-12:00 12/15 10:00-12:00

扇養蜂
豊玉町田集会施設前集合

大石商店
峰町志多賀大石商店前集合

つしま大石農園
上県町佐護ふれあいプラザ前集合

グレンゼファーム
上県町仁田窓口センター前集合

農家さんと一緒に収穫を体験！採れたてを販売します！五感で対馬を味わってみんね？

ぶ〜ん 令和元年

全て体験
された方は
特典あり！

４品詰合せギフト
の割引券を予定

自然の恵みを収穫する体験を市民に提供する



土着型コーディネーター（触媒）の役割
・対馬で生まれ育ったプレーヤー・裏方として活動
・行政・事業者・市民・研究者等と協働して事業展開
・活動において足りない部分を補完すること
例）事業構想作成、予算獲得、事務局、物販等

・多様な主体を繋ぎ、連携の推進体制をつくること
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まとめ

地域の経済・環境・社会の豊かさを追求し、
関係者にみんながメリットがある活動・仕組み

を状況に応じて作り出し、継続させていく


